
追加型投信／内外／資産複合

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

■ファンドに関する投資信託説明書（請求目論見書）を含む詳細な情報は委託会社のホームページで
閲覧、ダウンロードすることができます。また、本書には約款の主な内容が含まれていますが、
約款の全文は請求目論見書に掲載されています。

■ 本文書は、金融商品取引法（昭和23年法律第25号）第13条の規定に基づく目論見書です。

ご購入に際しては、本書の内容を十分にお読み下さい。

三井住友信託銀行株式会社

投資信託説明書（交付目論見書）

使用開始日  2023年12月11日

ベストポート５
（保守型）（やや保守型）（バランス型）（やや積極型）（積極型）

■委託会社の照会先

コールセンター  受付時間  9：00 ～ 17：00（営業日のみ）

ホームページ
https://www.daiwa-am.co.jp/

■委託会社（ファンドの運用の指図等を行ないます。）
大和アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者  関東財務局長（金商）第352号

■受託会社（ファンドの財産の保管、管理等を行ないます。）

※販売会社によっては、お取扱いが
異なる場合があります。

2024年開始の
新しいNISAの対象ファンドです。



●本文書により行なう「ベストポート５」の募集については、委託会社は、金融商品取引法第5条の規定により、有価証券届出書を2023年
11月24日に関東財務局長に提出しており、2023年12月10日にその届出の効力が生じています。

●当ファンドは、商品内容に関して重大な変更を行なう場合に、投資信託及び投資法人に関する法律に基づき、事前に受益者の意向を確認
する手続きを行ないます。

●当ファンドの信託財産は、受託会社により保管されますが、信託法によって受託会社の固有財産等との分別管理等が義務付けられています。
●請求目論見書は、投資者の請求により販売会社から交付されます（請求を行なった場合には、その旨をご自身で記録しておくようにして

下さい。）。

˖ 4,.0����20231211˖

※属性区分に記載している「為替ヘッジ」は、対円での為替リスクに対するヘッジの有無を記載しております。
※商品分類・属性区分の定義について
　くわしくは、一般社団法人投資信託協会のホームページ〔 http://www.toushin.or.jp/ 〕をご参照下さい。
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投資対象資産 決算頻度 投資対象
地域

商品෼ྨ

年2回 グローバル
（含む日本）

その他資産
（投資信託証券

（資産複合
資産配分変更型
（株式、債券、
不動産投信）））

単位型・
追加型

投資対象資産
（収益の源泉）

投資対象
地域

追加型 資産複合内　外

投資形態

ファンド・
オブ・

ファンズ

為替ヘッジ

な　し

1

ʮ̝౰ファンドʯとい͏場合、֤ ファンドを૯শしてい͏΋のとします。
˔ ֤ファンドの૯শをʮϕεトϙート̑ʯとします。
ʮ̝ϕεトϙート （̑保कܕ）ʯ、ʮϕεトϙート （̑やや保कܕ）ʯ、ʮϕεトϙート （̑バϥンεܕ）ʯ、ʮϕεト
ϙート （̑ややੵܕۃ）ʯ、ʮϕεトϙート ͦ、ʯを（ܕۃੵ̑） れͧれʮ保कܕʯ、ʮやや保कܕʯ、ʮバϥンε
。ʯとい͏場合がありますܕۃʯ、ʮੵܕۃʯ、ʮややੵܕ

˔ 資産഑෼ൺ཰のܾ定、投資信託ূ݊のબ定、૊ೖൺ཰のܾ定は、ͦ れͧれのファンド͝と
にҎԼをॏࢹして行ないます。

内外のࣜגɺ͓݊࠴ΑͼϦʔτʹ投資しɺ信託ࡒ産の੒௕ΛΊ͟し
·す。

ओͱしͯɺ複਺の投資信託ূ݊Λ௨ͯ͡ɺ内外のࣜגɺ݊࠴
͓ΑͼϦʔτʹ投資し·す。

ϑΝンυの໨త

ϑΝンυのಛ৭

�

ʮอक型ʯɺʮ΍΍อक型ʯɺʮόϥンε型ʯɺʮ΍΍ੵۃ型ʯɺ
ʮੵۃ型ʯの̑ͭのファンド͕͋Γ·す。�

※「保守型」、「やや保守型」、「バランス型」、「やや積極型」、「積極型」の名称は、各ファンド間の相対的なリスク量を表す
ものであり、「保守型」、「やや保守型」などの名称は、元本を確保することを意味するものではありません。

ファンドの目的ɾ特色
ϕεトϙート̑

（2023年7月末現在）

ʪ ҕ 託 ձ ࣾ の ৘ ใ ʫ

େ和ΞセοトϚωジϝントࣜג会社

1959年12݄12日

151ԯ7�ඦສԁ

2�ஹ1
03�ԯ97ඦສԁ

ҕ 託 ձ ࣾ ໊

ઃ ཱ 年 月 日

資 ຊ ۚ

ӡ用すΔ投資信託ࡒ産の
合 ܭ ७ 資 産 ૯ ֹ

内ࠃ
ࣜג

௿い ૬ରతなϦεΫྔ いߴ

ࠃ֎
݊࠴

内ࠃ
Ϧート

ࠃ֎
Ϧート

ࠃ֎
ࣜג

内ࠃ
݊࠴

保कܕ やや保कܕ バϥンεܕ ややੵܕۃ ܕۃੵ

保守性を重視
リスク分散を
考慮しつつ

保守性を重視

リスク分散を
重視

リスク分散を
考慮しつつ

積極性を重視

積極性を
重視

2
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3

資産഑෼ൺ཰のܾఆ͸ɺେ࿨ূ݊ࣜגձࣾのॿ͖ͮجʹݴ
。ͳい·すߦ

ʦ 指定投資信託ূ݊ ʧ ʦ ࣮࣭తな投資ର৅ ʧ

保कܕ ࣜג内ࠃ

ࣜגࠃ֎

݊࠴内ࠃ

݊࠴ࠃ֎

内Ϧートࠃ

Ϧートࠃ֎

ファンド

ファンド

ファンド

ファンド

ファンド

投資者

�

投資信託ূ݊のબఆɺ૊ೖൺ཰のܾఆ͸ɺࣜגձࣾ େ࿨
ファンドɾίンαϧςΟンάのॿߦ͖ͮجʹݴͳい·す。�

投　資

損　益

投　資

損　益

投　資

損　益

投　資

損　益

投　資

損　益

投　資

損　益

申込金

収益分配金、
償還金 など

申込金

収益分配金、
償還金 など

申込金

収益分配金、
償還金 など

申込金

収益分配金、
償還金 など

申込金

収益分配金、
償還金 など

（注）以下、「指定投資信託証券」ということがあります。
くわしくは、「指定投資信託証券の概要」をご参照下さい。

※投資信託証券は、当ファンドがNISA成長投資枠の対象となるよう選定します。
※投資信託証券の選定にあたっては、総合的に勘案し、インデックスファンドを選定することがあります。

ファンドの目的ɾ特色
ϕεトϙート̑

�

˔ 内֎の݊࠴、ࣜגおよͼϦートを࣮࣭తな投資ର৅とするෳ਺の投資信託ূ （݊஫）に投資するʮファンドɾ
Φϒɾファンζʯです。

ɾɾɾɾɾɾ

やや保कܕ

ややੵܕۃ

ܕۃੵ

バϥンεܕ

˔ ౰ファンドはҝସมಈϦεΫをճආするたΊのҝସϔοジは行ないまͤΜ。
投資する投資信託ূ݊においては、ҝସϔοジを行な͏場合があります。

˔ 投資信託ূ݊の૊ೖൺ཰は、௨ৗのঢ়ଶでߴҐにҡ࣋することを基本とします。

˔ 投資ର৅とする投資信託ূ݊において、デϦバςΟϒ取引（法ਓ੫法第�1条の5で定Ίる΋のをいい
ます。）は、信託財産の資産またはෛ࠴に͔͔るՁ֨มಈ、金རมಈおよͼҝସมಈによりੜ͡るϦεΫ
を͡ݮる目తなΒͼに投資のର৅とする資産を保༗した場合とಉ༷のଛӹを࣮ݱする目తҎ֎には
ར用しまͤΜ。

˔ ౰ॳઃ定日௚ޙ、େྔの௥Ճઃ定またはղ約がൃੜしたとき、گࢢのܹٸなมԽが༧૝されるとき、
ঈؐの४උにೖったとき等なΒͼに信託財産の規໛によっては、ファンドのಛ৭1�～��の運用が行なΘれ
ないことがあります。

ձࣾ େ࿨ファンドɾίンαϧςΟンάʹͭいͯࣜג

ઃɹɹཱ：200�年7݄25日
ॅɹɹॴ：東ژ౎ઍ୅ా۠
、業務、投資Ұ೚業務ݴる運用ॿ܎業内容：ファンドධՁ業務、ファンドɾΦϒɾファンζにࣄ

年金運用コンサルςΟンά業務

˔ େ和ূ݊ࣜג会社は、資産Ϋϥε͝とのظ଴ϦターンやϦεΫ等に基づいて、֤ ファンドの
資産഑෼ൺ཰に関するॿݴを行ないます。

場情報を΋とにファンド運用ઓུのࢢɾࡁܦ、会社 େ和ファンドɾコンサルςΟンάはࣜג˔
をݴஙおよͼファンドௐࠪを行なった্で、投資信託ূ݊のબ定、૊ೖൺ཰に関するॿߏ
行ないます。

ファンドの࢓૊Έ
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ຖ年�月1�日͓Αͼ12月1�日（ۀٳ日の৔合ཌӦۀ日）ʹ ࢉܾ
Λߦͳいɺऩӹ෼഑ํ਑ʹͮجいͯऩӹの෼഑Λߦͳい·す。�

ファンドの目的ɾ特色 追加的記載事項
ϕεトϙート̑

�

（注）第1計算期間は、2024年6月15日（休業日の場合翌営業日）までとします。

ᶃ ෼഑ର৅ֹは、ܦඅ߇আޙの഑౰等ऩӹと売ങӹ（ධՁӹを含みます。）等とします。
ᶄ Ҋしてצଇとして、信託財産の੒長に資することを目తに、഑౰等ऩӹのத͔Β基४Ձֹのਫ४等をݪ

෼഑金ֹをܾ定します。たͩし、഑౰等ऩӹがগֹの場合には、෼഑を行なΘないことがあります。
※কདྷの෼഑金のࢧ෷いおよͼͦの金ֹにͭいて保ূする΋のではありまͤΜ。

ʦ෼഑ํ਑ʧ

ओͳ投資੍ݶ

˔ 。΁の௚઀投資は、行ないまͤΜࣜג
˔ 投資信託ূ݊΁の投資ׂ合には、੍  。をઃ͚まͤΜݶ
˔ ֎՟ݐ資産΁の投資ׂ合には、੍ 。をઃ͚まͤΜݶ

ʦ ఆ投資信託ূ݊の֓ཁࢦ ʧ

投資信託ূ݊ 運用会社 主ཁ投資ର৅

日本長期成長株集中投資ファンド
（適格機関投資家専用）

 
日本株 EVI ハイアルファ（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

 
グローバルＸ MSCIスーパーディビィデンド
－日本株式 ETF

 
日本債券インデックスファンド（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

 
ダイワ／ GQGグローバル・エクイティ（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

 
ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式
ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

 
グローバルＸ ESG 経営企業 ETF

（米国籍、米ドル建）

外国債券インデックスファンド（FOFs用）
（適格機関投資家専用）

 
ダイワ・J-REITファンド（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

 
ダイワ・グローバルREITファンド（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

ゴールドマン・サックス・アセット・
マネジメント株式会社

 
三井住友DSアセットマネジメント

株式会社

 
Global X Japan株式会社

  
大和アセットマネジメント株式会社

 
大和アセットマネジメント株式会社

 
ニッセイアセットマネジメント株式会社

 
グローバル Ｘ マネジメント・

カンパニー・エルエルシー
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世界の株式

 

世界の株式
（日本を除く）

 
米国の株式

  

 外国の公社債

 
わが国のリート

 
海外のリート

●下記は投資信託証券（指定投資信託証券）について、目論見書作成時点で委託会社が各投資信託証券の
運用会社から入手した情報をもとに記載したものであり、今後、名称変更となる場合、繰上償還等により
投資信託証券が除外される場合、新たな投資信託証券が追加となる場合等があります。
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投資リスク
ϕεトϙート̑

�

組入資産の価格が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込む
ことがあります。

公社債の価格は、一般に金利が低下した場合には上昇し、金利が上昇した場合には下落
します。また、公社債の価格は、発行体の信用状況によっても変動します。特に、発行体が
債務不履行を発生させた場合、またはその可能性が予想される場合には、公社債の価格は
下落します。
ハイ・イールド債や新興国債券等の格付けの低い債券については、格付けの高い債券に
比べてこうしたリスクがより高いものになると想定されます。

ެ 社 ࠴ の
Ձ ֨ ม ಈ

リートの価格は、不動産市況の変動、リートの収益や財務内容の変動、リートに関する法制度
の変更等の影響を受けます。

Ϧ ー ト の
Ձ ֨ ม ಈ

解約資金を手当てするため組入証券を売却する際、市場規模や市場動向によっては市場
実勢を押下げ、当初期待される価格で売却できないこともあります。この場合、基準価額が
下落する要因となります。

ͦ の ଞ

投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、または
取引に対して新たな規制が設けられた場合には、基準価額が予想外に下落したり、方針に
沿った運用が困難となることがあります。
新興国への投資には、先進国と比べて大きなカントリー・リスクが伴います。

株価は、政治・経済情勢、発行企業の業績、市場の需給等を反映して変動します。発行企業が
経営不安、倒産等に陥った場合には、投資資金が回収できなくなることもあります。新興国
の株式市場は、欧米等の先進国の株式市場に比べ、一般に市場規模や取引量が小さく、流動性
が低いことにより本来想定される投資価値とは乖離した価格水準で取引される場合もある
など、価格の変動性が大きくなる傾向が考えられます。
中小型の株式については、株式市場全体の動きと比較して株価が大きく変動するリスクが
あり、当ファンドの基準価額に影響する可能性があります。

株 価 の 変 動

●当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。
したがって、投資元本が保証されているものではなく、これを割込むことがあります。
信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。

●投資信託は預貯金とは異なります。

४ՁֹのมಈཁҼج

ओ ͳ ม ಈ ཁ Ҽ

外貨建資産については、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レートの
変動の影響を受けます。組入外貨建資産について、当該外貨の為替レートが円高方向に
進んだ場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。
特に、新興国の為替レートは短期間に大幅に変動することがあり、先進国と比較して、相対
的に高い為替変動リスクがあります。
指定投資信託証券において為替ヘッジを行なう場合、為替変動リスクの低減を図ります。
ただし、為替変動リスクを完全に排除できるものではありません。なお、日本円の金利が
組入外貨建資産の通貨の金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給要因
等によっては、さらにコストが拡大することもあります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

Ձ ֨ ม ಈ ϦεΫŋ
信 用 Ϧ ε Ϋ

ҝ ସ ม ಈ Ϧ ε Ϋ

ΧントϦーɾϦεΫ

ͦのଞのཹҙ఺

リスクの管理体制

●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・
オフ）の適用はありません。

●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や
主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が
低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまう
リスクがあります。
これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止
となる可能性、換金代金のお支払いが遅延する可能性があります。

●委託会社では、取締役会が決定した運用リスク管理に関する基本方針に基づき、運用本部
から独立した部署および会議体が直接的または間接的に運用本部へのモニタリング・
監視を通し、運用リスクの管理を行ないます。

●委託会社では、流動性リスク管理に関する規程を定め、ファンドの組入資産の流動性
リスクのモニタリングなどを実施するとともに、緊急時対応策の策定・検証などを行ない
ます。

●取締役会等は、流動性リスク管理の適切な実施の確保や流動性リスク管理態勢について、
監督します。
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৘ใߟࢀ
●

ファンドの年間ಅམ཰と෼഑金࠶投資基४ՁֹのਪҠ ଞの୅දతな資産Ϋϥεとのಅམ཰のൺֱ

Լهのάϥフは、ファンドと୅දతな資産Ϋϥεを定ྔతにൺֱできるよ͏に࡞੒した΋のです。
ӈのάϥフはա5ڈ年間にお͚る年間ಅམ཰（֤݄຤にお͚る௚ۙ1年間のಅམ཰）のฏۉɾ࠷େɾ࠷খを、
ファンドおよͼଞの୅දతな資産Ϋϥεにͭいてදࣔしています。またࠨのάϥフはファンドのա5ڈ年間
にお͚る年間ಅམ཰のਪҠをදࣔしています。

※֤資産Ϋϥεは、ファンドの投資ର৅をදしている΋のではありまͤΜ。
※ファンドの年間ಅམ཰は、෼഑金（੫引લ）を෼഑時にファンド΁࠶投資した΋のとみなしてࢉܭした΋のであり、࣮ のࡍ

基४Ձֹに基づいてࢉܭした年間ಅམ཰とは異なる場合があります。
※ファンドの年間ಅམ཰において、ա̑ڈ年間෼のデータがࢉग़できない場合はҎԼのルールでදࣔしています。

ᶃ年間ಅམ཰に֘౰するデータがない場合にはදࣔされまͤΜ。
ᶄ年間ಅམ཰がࢉग़できないظ間がある場合には、ࢉग़Մೳなظ間にͭいてのみදࣔしています。
ᶅインデοΫεファンドにおいて、ᶃᶄに֘౰する場合には、౰֘ظ間にͭいてϕンνϚーΫの年間ಅམ཰で୅ସして

දࣔします。

ʦϕεトϙート5（保कܕ）ʧ
ʦϕεトϙート5（やや保कܕ）ʧ
ʦϕεトϙート5（バϥンεܕ）ʧ
ʦϕεトϙート5（ややੵܕۃ）ʧ
ʦϕεトϙート5（ੵܕۃ）ʧ

※資産クラスについて
日 本 株：配当込みTOPIX
先進国株：MSCIコクサイ･インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガン ガバメント・ボンド・インデックス― エマージング・マーケッツ グローバル ダイバーシファイド（円ベース）

※指数について
●配当込みTOPIXの指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社
（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウ
および同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の
誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。●MSCIコクサイ・インデックスおよびMSCIエマージング・マーケット・イン
デックスは、MSCI Inc.（｢MSCI｣）が開発した指数です。本ファンドは、MSCIによって保証、推奨、または宣伝されるものでは
なく、MSCIは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いません。免責事項全文に
ついてはこちらをご覧ください。〔 https://www.daiwa-am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html 〕●NOMURA-
BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する国内で発行された公募利付国債の市場全体の
動向を表す投資収益指数で、一定の組み入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスをもとに算出され
ます。NOMURA-BPI国債の知的財産権とその他一切の権利は同社に帰属しています。また、同社は当該指数の正確性、完全性、
有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。●FTSE世界国債インデックスは、FTSE 
Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に
関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。●JPモルガン ガバメント・ボンド・インデックス― エマージング・
マーケッツ グローバル ダイバーシファイドは、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J.P. Morganはその完全性・
正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganからの書面による事前承認なしに
本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016, J.P. Morgan Chase & Co. All rights reserved.
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運用実績

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドにはベンチマークはありません。
当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

委託会社のホームページ等で運用状況が開示されている場合があります。

४Ձֹɾ७資産のਪҠج

෼഑のਪҠ

ओཁͳ資産のঢ়گ

年ؒऩӹ཰のਪҠ

おਃࠐみメϞ

ߪ ೖ ୯ Ґ

ߪ ೖ Ձ ֹ

ߪ ೖ ୅ 金

׵ 金 ୯ Ґ

׵ 金 Ձ ֹ

׵ 金 ୅ 金

購入࣌

࣌ۚ׵

ਃࠐに
ͭいて

① ニューヨークの銀行またはロンドンの銀行の休業日
② ①のほか、一部解約金の支払い等に支障を来すおそれがあるとして委託会社が定める日

（注）申込受付中止日は、販売会社または委託会社にお問合わせ下さい。

午後3時まで（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）

2023年12月11日から2025年3月7日まで
（終了前に有価証券届出書を提出することにより更新されます。）

信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情が発生した
場合には、購入、換金の申込みの受付けを中止すること、すでに受付けた購入、換金の申込みを取消す
ことがあります。

ਃ ࠐ 受 付 த ࢭ 日

ਃ ࠐ క ੾ 時 間

ߪ ೖ の ਃ ࠐ ظ 間

׵ 金 ੍ ݶ

受付ࠐ金ਃ׵ೖɾߪ
のதࢭおよͼ取ফし

最低単位を1円単位または1口単位として販売会社が定める単位

購入申込受付日の翌々営業日の基準価額（1万口当たり）

販売会社が定める期日までにお支払い下さい。

最低単位を1口単位として販売会社が定める単位

換金申込受付日の翌々営業日の基準価額（1万口当たり）

原則として換金申込受付日から起算して6営業日目からお支払いします。

ͦのଞ

信 託 ظ 間

܁ ্ ঈ ؐ

ܾ ࢉ 日

ऩ ӹ ෼ ഑

信 託 金 の ݶ ౓ ֹ

ެ ࠂ

運 用 報 ࠂ 書

՝ ੫ 関 ܎

2050年12月15日まで（2023年12月11日当初設定）

次のいずれかの場合には、委託会社は、事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意のうえ、信託
契約を解約し、信託を終了（繰上償還）できます。
   ● 受益権の口数が30億口を下ることとなった場合
   ● 信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき
   ● やむを得ない事情が発生したとき

毎年6月15日および12月15日（休業日の場合翌営業日）
（注）第1計算期間は、2024年6月15日（休業日の場合翌営業日）までとします。

年2回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。なお、お取扱い可能なコースおよび

コース名については異なる場合がありますので、販売会社にお問合わせ下さい。

各ファンドについて1兆円

電子公告の方法により行ない、ホームページ〔 https://www.daiwa-am.co.jp/ 〕に掲載します。

毎計算期末および償還時に作成し、交付運用報告書をあらかじめお申出いただいたご住所にお届け
します。
また、電子交付を選択された場合には、所定の方法により交付します。

課税上は株式投資信託として取扱われます。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
公募株式投資信託は税法上、NISA（少額投資非課税制度）の適用対象であり、2024年1月1日以降は
一定の要件を満たした場合にNISAの適用対象となります。
当ファンドは、2024年1月1日以降のNISAの「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象となる予定
ですが、販売会社により取扱いが異なる場合があります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
※2023年7月末現在のものであり、税法が改正された場合等には変更される場合があります。

手続ɾ手数料等



11

ϕεトϙート̑

12

運用実績

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

当ファンドにはベンチマークはありません。
当ファンドは、2023年12月11日から運用を開始する予定であり、該当事項はありません。

委託会社のホームページ等で運用状況が開示されている場合があります。

४Ձج ɾֹ७資産のਪҠ

෼഑のਪҠ

ओཁͳ資産のঢ়گ

年ؒऩӹ཰のਪҠ

おਃࠐみメϞ

ߪ ೖ ୯ Ґ

ߪ ೖ Ձ ֹ

ߪ ೖ ୅ 金

׵ 金 ୯ Ґ

׵ 金 Ձ ֹ

׵ 金 ୅ 金

購入࣌

࣌ۚ׵

ਃࠐに
ͭいて

① ニューヨークの銀行またはロンドンの銀行の休業日
② ①のほか、一部解約金の支払い等に支障を来すおそれがあるとして委託会社が定める日

（注）申込受付中止日は、販売会社または委託会社にお問合わせ下さい。

午後3時まで（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）

2023年12月11日から2025年3月7日まで
（終了前に有価証券届出書を提出することにより更新されます。）

信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情が発生した
場合には、購入、換金の申込みの受付けを中止すること、すでに受付けた購入、換金の申込みを取消す
ことがあります。

ਃ ࠐ 受 付 த ࢭ 日

ਃ ࠐ క ੾ 時 間

ߪ ೖ の ਃ ࠐ ظ 間

׵ 金 ੍ ݶ

受付ࠐ金ਃ׵ೖɾߪ
のதࢭおよͼ取ফし

最低単位を1円単位または1口単位として販売会社が定める単位

購入申込受付日の翌々営業日の基準価額（1万口当たり）

販売会社が定める期日までにお支払い下さい。

最低単位を1口単位として販売会社が定める単位

換金申込受付日の翌々営業日の基準価額（1万口当たり）

原則として換金申込受付日から起算して6営業日目からお支払いします。

ͦのଞ

信 託 ظ 間

܁ ্ ঈ ؐ

ܾ ࢉ 日

ऩ ӹ ෼ ഑

信 託 金 の ݶ ౓ ֹ

ެ ࠂ

運 用 報 ࠂ 書

՝ ੫ 関 ܎

2050年12月15日まで（2023年12月11日当初設定）

次のいずれかの場合には、委託会社は、事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意のうえ、信託
契約を解約し、信託を終了（繰上償還）できます。
   ● 受益権の口数が30億口を下ることとなった場合
   ● 信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき
   ● やむを得ない事情が発生したとき

毎年6月15日および12月15日（休業日の場合翌営業日）
（注）第1計算期間は、2024年6月15日（休業日の場合翌営業日）までとします。

年2回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。なお、お取扱い可能なコースおよび

コース名については異なる場合がありますので、販売会社にお問合わせ下さい。

各ファンドについて1兆円

電子公告の方法により行ない、ホームページ〔 https://www.daiwa-am.co.jp/ 〕に掲載します。

毎計算期末および償還時に作成し、交付運用報告書をあらかじめお申出いただいたご住所にお届け
します。
また、電子交付を選択された場合には、所定の方法により交付します。

課税上は株式投資信託として取扱われます。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
公募株式投資信託は税法上、NISA（少額投資非課税制度）の適用対象であり、2024年1月1日以降は
一定の要件を満たした場合にNISAの適用対象となります。
当ファンドは、2024年1月1日以降のNISAの「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象となる予定
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手続ɾ手数料等
ϕεトϙート̑

1�

ϑΝンυのඅ༻ɾ੫ۚ
ʪファンドのඅ用ʫ

投資ऀ͕௚઀తʹෛ୲すΔඅ用
ྉ཰等 අ用の内容

ߪ ೖ 時 ख ਺ ྉ 販売会社が別に定める率
〈上限〉 2�2 （̀੫ൈ2�0ˋ） 購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提供、取引執行等の対価です。

信託財産ཹ保ֹ ありません。 ―
投資ऀ͕信託ࡒ産でؒ઀తʹෛ୲すΔඅ用

ྉ཰等 අ用の内容
運 用 管 理 අ 用

（ 信 託 報 ु ）

年率0.1430％～1.0131%

委託会社

販売会社

受託会社

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額に対して左記の率を乗じて得た額
とします。運用管理費用は、毎日計上され日々の基準価額に反映されます。

監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オプション取引等に要する費用、
資産を外国で保管する場合の費用等を信託財産でご負担いただきます。

［保　守　型］ 年཰1�59�2�（1��0�0� ～2�27�1�）ఔ౓（੫ࠐ）（実際の組入状況等により変動します。）
［やや保守型］ 年཰1���9��（1��0�0� ～2�27�1�）ఔ౓（੫ࠐ）（実際の組入状況等により変動します。）
［バランス型］ 年཰1�719��（1��0�0� ～2�27�1�）ఔ౓（੫ࠐ）（実際の組入状況等により変動します。）
［やや積極型］ 年཰1�77�3�（1��0�0� ～2�27�1�）ఔ౓（੫ࠐ）（実際の組入状況等により変動します。）
［積　極　型］ 年཰1��3���（1��0�0� ～2�27�1�）ఔ౓（੫ࠐ）（実際の組入状況等により変動します。）

運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価です。

ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の
作成等の対価です。
運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
です。

投資ର৅とする
投 資 信 託 ূ ݊

࣮ ࣭ త に ෛ ୲
す る 運 用 管 理
අ 用 の ֓ ࢉ ஋

（2023年10݄時఺）

（注２）ͦ の ଞ の අ 用ɾ
ख ਺ ྉ

投資対象ファンドにおける運用管理費用等です。

（注1）「運用管理費用の配分」には、別途消費税率を乗じた額がかかります。
（注2）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことができません。
※購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせ下さい。
※運用管理費用の信託財産からの支払いは、毎計算期末または信託終了時に行なわれます。
※手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場不動産投資信託は市場価格により取引されており、費用

を表示することができません。

ʪ੫ۚʫ
・੫金はදにه載の時ظにద用されます。
・ҎԼのදは、ݸਓ投資者のݯઘ௃ऩ時の੫཰であり、՝੫ํ法等により異なる場合があります。

時　　期 項　　目 税　　金
分 配 時 所得税および地方税 ഑౰ॴಘとして՝੫（注）　普通分配金に対して20.315％

ৡ౉ॴಘとして՝੫（注）　換金（解約）時および償還時の差益（譲渡益）に対して20.315％換金（解約）時および償還時 所得税および地方税

（஫）ॴಘ੫、෮ڵಛผॴಘ੫およͼ஍ํ੫が՝されます。
※/*4"（গֹ投資ඇ՝੫੍౓）を͝ར用の場合

/*4"は、গ্ֹ場ࣜג等に関するඇ՝੫੍౓です。/*4"を͝ར用の場合、ຖ年、Ұ定ֹのൣғで৽たにߪೖしたެืࣜג投資信託なͲ͔Βੜ͡る഑౰ॴಘおよͼ
ৡ౉ॴಘがҰ定ظ間ඇ՝੫となりますが、202�年1݄1日Ҏ߱は、Ұ定のֹを্ݶとして、ຖ年、Ұ定ֹのൣғで৽たにߪೖしたެืࣜג投資信託なͲ͔Βੜ͡る
഑౰ॴಘおよͼৡ౉ॴಘがແݶظでඇ՝੫となります。
͝ར用になれるのは、販売会社でඇ՝੫࠲ޱを։ઃするなͲ、Ұ定の条݅に֘౰するํがର৅となります。また、202�年1݄1日Ҏ߱は、੫法্のཁ݅をຬたした
商品をߪೖした場合にݶり、ඇ՝੫のద用を受͚ることができます。くΘしくは、販売会社にお໰合ΘͤԼさい。

。と異なる場合がありますهআのద用となった場合には、෼഑時の੫金が্߇੫ֹࠃ֎※
。される場合がありますߋの΋のですので、੫法がվਖ਼された場合等には、੫཰等がมࡏݱは、2023年7݄຤ه্※
※法ਓの場合は্هとは異なります。
※੫金の取扱いの詳細にͭいては、੫務ઐ໳Ո等に֬͝ೝされることをおקΊします。

年率0.47％

年率0.65％

年率0.03％

഑෼
（੫ൈ）
（஫1）

年཰1�2�5ˋ
（੫ൈ1�15ˋ）

.FNP
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